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我が国の近年の地震による被害について
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日本付近で発生した主な被
害地震(平成２８年度以降)

(気象庁HPより）

今年度も既に３件の被害地震が発生

日本付近で発生した主な被害地震(平成28年以降) (気象庁HPより）

発生年月日 震央地名・地震名 Ｍ
最大
震度

人的
被害

物的被害

1 平成30年（2018年）9月6日
 
平成30年北海道
胆振東部地震

6.7 7 死 41

負 691 住家全壊 394棟
住家半壊 1,016棟
住家一部破損 7,555棟など
【平成30年10月5日現在】

2 平成30年（2018年）6月18日 大阪府北部 6.1 ６弱 死 5

負 454 住家全壊 16棟
住家半壊 472棟
住家一部破損 53,751棟な
ど
【平成30年9月18日現在】

3 平成30年（2018年）4月9日  島根県西部 6.1５強  負 9 

住家全壊 18棟
住家半壊 57棟
住家一部破損 558棟など
【平成30年7月27日現在】

4 平成29年（2017年）10月6日  福島県沖 5.9 ５弱  負 1
 なし
【平成29年10月13日現在】

5 平成29年（2017年）7月11日  鹿児島湾 5.3 ５強 負 1 
なし
【平成29年7月18日現在】

6 平成29年（2017年）7月1日  胆振地方中東部 5.1 ５弱 負 1 
なし
【平成29年7月10日現在】

7 平成29年（2017年）6月25日 長野県南部 5.6 ５強  負 2 
住家一部破損 27棟
【平成29年7月3日現在】

8 平成28年（2016年）12月28日  茨城県北部 6.3 ６弱  負 2 
住家半壊 1棟
住家一部破損 25棟
【平成29年11月9日現在】

9 平成28年（2016年）11月22日  福島県沖 7.4 ５弱 負 21 
住家一部破損 9棟
【平成29年11月9日現在】

10 平成28年（2016年）10月21日 鳥取県中部 6.6 ６弱  負 32 

住家全壊 18棟
住家半壊 312棟
住家一部破損 15,095棟など
【平成30年3月22日現在】

11 平成28年（2016年）6月16日 内浦湾 5.3 ６弱  負 1 住家一部破損 3棟

12  平成28年（2016年）5月16日 茨城県南部 5.5 ５弱  負 1 
住家一部破損 2棟
【平成29年11月9日現在】

13 平成28年（2016年）4月14日～
 熊本県熊本地方
など

7.3 7

死
271
負
2,808

住家全壊 8,668棟
住家半壊 34,718棟
住家一部破損 162,557棟 等
【平成30年9月14日現在】

14 平成28年（2016年）1月14日  浦河沖 6.7 ５弱 負 2 
非住家公共建物1棟
【平成29年2月21日現在】
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地震調査研究推進本部HPより

今後３０年間の地震動予測地図



熊本地震による庁舎被害の状況

（写真：宇土市ホームページ） ４被災後の熊本県宇土市役所

宇土市役所本庁舎
（1965年5月竣工）
築51年経過し
老朽化が著しく
耐震性に問題

新庁舎の建設検討委
員会を設けて検討中

熊本地震発生により
被災



熊本地震による被災後の状況

※写真 宇土市は震災後数日は駐車場にテントを設営し、臨時の災
害対策本部を設置（後に、体育館に災害対策本部を移設）

※写真：大和市HPより
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６

※益城町は耐震改修済みでしたが震度7の地震を2
度被災し、庁舎の使用ができなくなりました。

万一、熊本地震が昼間に起こっていた場合、さらに被害が拡大して
いたと想定されます。



竣工年 前震 本震 発生後の状況

八代市 昭和47年 震度５弱 震度６弱 倒壊の危険性が高く封鎖

人吉市 昭和37年 震度４ 震度５弱 倒壊の危険性が高く封鎖

宇土市 昭和40年 震度５強 震度６強 損壊のため立入禁止

大津町 昭和44年 震度５強 震度６強 損壊のため立入禁止

益城町 昭和57年 震度７ 震度７ 損壊のため立入禁止

熊本地震では、宇土市、益城町を含め5市町の庁舎が使用
できなくなり、災害対応に影響が出ました
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国による災害対策関連と庁舎整備

平成28年4月の熊本地震では、災害応急対応の拠点となるべき市町村庁
舎が耐震性の不足により使用不能となり、災害応急対策の支障となった
例も生じた。

災害時の業務継続性の観点からも、消防署はもとより、災害応急対策の
拠点となる市町村庁舎については、支援措置を活用し、耐震化に早急に
取り組むことが必要 ⇒ 平成29年度から新たな国の支援措置

【平成２８年度末 防災拠点となる公共施設等の耐震化推進状況(総務省HP)】 全国的に庁舎の
耐震化は他の施
設よりも遅れて
いる状況
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湖南市の防災拠点整備
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・平成27年度 石部小学校 建替完了

・平成18年度 石部南小学校 改修完了

・平成22年度 岩根小学校 建替完了

・平成21年度 水戸小学校 改修完了

※菩提寺小学校Ｉs値(耐震指標)が
基準値以上
菩提寺北小学校、三雲東小学校
は新耐震基準により建築

・平成21年度 三雲小学校 改修完了

・平成19年度 下田小学校 改修完了

建替えが完了した石部小学校
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○市内小学校の耐震改修状況

大規模改修が完了した水戸小学校

【施設の老朽対策・耐震化→まずは教育施設から①】

（平成2６年度 大規模改修完了）



平成16年度 石部中学校 改修完了

平成３０年度 甲西中学校 建替完了

甲西北中学校 新耐震基準により建築

建替えが完了した甲西中学校

○市内中学校の耐震改修状況

【施設の老朽化対策・耐震化→まずは教育施設から②】
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平成２８年度 市内中学校空調設備の整備を完了

日枝中学校 新耐震基準により建築

〇市内小中学校の空調設備状況

平成３０年度 市内小学校４校の空調設備整備

平成３１年度 残りの４校を整備予定



③下田小学校
Ｈ１９ 改修

⑤水戸小学校
Ｈ２１ 改修

⑥岩根小学校
Ｈ２２ 建替

⑧甲西中学校
Ｈ３０ 建替

④三雲小学校
Ｈ２１ 改修

②石部南小学校
Ｈ１８ 改修

①石部中学校
Ｈ１６ 改修

⑦石部小学校
Ｈ２７ 建替

日枝中学校
新耐震基準

甲西北中学校
新耐震基準

三雲東学校
新耐震基準

菩提寺小学校
IS値基準以上

菩提寺北小学校
新耐震基準

：耐震基準を満たしていない
小中学校

：耐震基準を満たした避難所
となる小中学校

12



災害時には避難所となる市内小中学校の安全
確保に目途

災害対策本部となる東庁舎及び周辺施設の在
り方を検討

・平成２７年度 東庁舎周辺整備基本構想策定

・平成２９年度 湖南市庁舎建設及び周辺整備
基本計画策定

・平成３０年度 庁舎整備基本設計業務着手
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現庁舎の課題 （基本計画より）
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・東庁舎、西庁舎ともに築後40年近く経過

現行の耐震基準を満たしていません。（旧耐震基準）

現庁舎等の課題（基本計画）

①大規模な地震で庁舎が倒壊する危険性があります

15
老朽化等により大きなヒビの入った壁[東庁舎]
（※大阪北部地震によりヒビが大きくなっています）



○東庁舎耐震診断（二次診断）の結果概要（平成27年2月～）

※Is値とは、建物の強度や粘りに加え、その形状や経年
状況を考慮した耐震指標。

現庁舎等の課題（基本計画）

Iｓ値 １階 ２階 ３階 ４階 （最小値）

X方向 0.532 0.565 0.589 0.699 0.532

Y方向 0.523 0.524 0.520 0.700 0.520
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②防災拠点としての耐震性能基準を満たしていません



17

Is値 建物倒壊の危険度 東庁舎状況

Is値が0.3未満
地震の振動及び衝撃に対して倒壊、
又は崩壊する危険性が高い

Is値が0.3以上0.6
未満

地震の震動及び衝撃に対して倒壊、
又は崩壊する危険性がある。

東庁舎
Is値：0.52

Is値が0.6以上
地震の震動及び衝撃に対して倒壊、
又は崩壊する危険性が低い

防災拠点として、震災後にも補修することな
く継続して利用することを求められる庁舎

Is値0.9以上必要

Is値と建物倒壊の危険度の関係



③窓口や待合、個別相談スペースが不足しています

東庁舎1階の狭い
カウンター
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現庁舎等の課題（基本計画）

・庁舎が狭く、プライバシーの確保が困難な状況

⇒ 市民サービスの低下が懸念されます。



③窓口や待合、個別相談スペースが不足しています

廊下に並べられた
物品[東庁舎1階］

・執務スペースや収納スペースが不足

⇒ 職務環境にも影響を与えています。
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現庁舎等の課題（基本計画）



現庁舎等の課題（基本計画）

④誰もが利用しやすい庁舎になっていません

・東庁舎、西庁舎とも、約40年前に建てられた庁舎

⇒ ユニバーサルデザインの対応が十分ではあり

ません。

おむつ替えスペー
スがない
[東庁舎西側1階ト
イレ]
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・障がい者用区画や思いやり駐車区画から庁舎入口まで

屋根が設置されていません。

現庁舎等の課題（基本計画）

④誰もが利用しやすい庁舎になっていません

21

庁舎までのアプ
ローチに屋根が
ない［東庁舎］



・自動車の来庁者が多く駐車場が不足しています。

・駐車場のみを利用する通勤・通学者等も見られます。

⑤駐車場が不足しています

駐車スペースの確保が
難しい東庁舎駐車場

現庁舎等の課題（基本計画）
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現庁舎等の課題（基本計画）

◎合併時に二庁分庁方式を採用。
市長部局が東庁舎に、教育委員会部局、人権
擁護課、市民課分室が西庁舎に配置。

◎保健センター（高齢福祉課、健康政策課）が
夏見、商工観光労政課がサンライフ甲西に分
散配置。

来庁者の不便や行政効率の低下を招いています。

⑥維持管理費が割高なうえに行政効率の低下も招い
ています
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ね

現庁舎等の課題（基本計画）

⑦甲西図書館、保健センター敷地は借地のため維持
管理費に加えて、借地料が必要となっています

甲西図書館 保健センター
24

・両施設とも、借地料が必要となっています。経費の削
減をしていくために、借地契約を解消し市有地に立地す
ることが望まれます。



・地球温暖化への対応が求められる中、東西庁舎ともに、

現時点では環境負荷の低減対策が十分ではありま
せん。

・建築当初（昭和５３年）からの電気設備や機器等が多
く、光熱費の増大も課題となっています。

節減に努めるニャ

⑧環境への配慮が必要です

現庁舎等の課題（基本計画）
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以下の視点から総合
的に検討

・課題への対応

・整備の実現性

・工事期間中の行政
サービスへの影響

・整備費用等

庁舎機能等の集約・
複合化を見据えた東
庁舎の整備

庁舎整備の基本方針（基本計画）

駐車スペースの確保

ユニバーサルデザインの導入

耐震機能の向上

防災拠点としての機能向上

必要スペースの確保・拡充

自然エネルギーの活用、省エネ

庁舎機能の集約

借地の解消

対策の方向性
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東庁舎

湖南中央消防署

中央まちづくりセンター
(市民交流機能)

東庁舎・上下水道事業所

社会福祉センター

甲西図書館

保健センター

西庁舎

基本計画 庁舎整備の基本方針 ※各機能を集約

27

社会福祉協議会は
サンライフ甲西へ

サンライフ甲西



湖南市複合庁舎整備 基本設計（案）での整備方針

28
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東庁舎
中央まちづくりセンター

（市民交流機能）

東庁舎・上下水道事業所

社会福祉センター

保健センター西庁舎

庁舎整備の基本方針（基本設計）

複合化

29

集約

社会福祉協議会は
サンライフ甲西へ

サンライフ甲西



しかし、甲西図書館については、昨年のタウンミーティングでのア
ンケートや、庁舎整備特別委員会からの提言、議会庁舎整備特
別委員会の委員からの意見及び、パブリックコメントの意見にお
いて、甲西図書館は今の場所が良いといった意見があったこと
から、また、事業費の面からも、基本設計では、甲西図書館の新
庁舎への複合化は行わないこととしました

甲西図書館

甲西図書館
複合化

現地存続

【甲西図書館の方針変更】
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平成２９年度に湖南中央消防署の耐震診断を行ったところ、ＩＳ
値０．６を超えており、「地震の震動及び衝撃に対して倒壊、又は
崩壊する危険性が低い」ことが判明しました。
また、Ｉｓ値０．６を超えているため、消防署の建替えに活用を検
討していた「緊急防災減災事業債」の要件を満たさず、起債を活
用できないことから、事業費の面からも、消防署の建替えについ
ては、後年に整備することとします。

庁舎整備完了後
に計画

【湖南中央消防署の方針変更】

湖南中央消防署

建 替
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2018.10 湖南市複合庁舎整備 市民ワークショップ報告書
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第１回「市庁舎について知ろう！」

第２回「新庁舎の計画について聞こう！」

第３回「計画案への考えをまとめよう！」

概 要

開催日 ：7月8日、7月22日、8月4日
開催場所：サンライフ甲西大会議室 他
延べ参加者数数： ４６人

新庁舎の基本計画において、広く市民の皆様のご意見を反映させるため、市民
ワークショップを開催しました。

ワークショップ全３回を通じて現庁舎の見学から先進事例の紹介、さらに現時点
での計画などの資料をもとに、さまざまなテーマで話し合い、多くの貴重なご意見
をいただきました。
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第１回「市庁舎について知ろう」

「東庁舎見学会」

各課の窓口を見学執務室の通路を歩いて確認 議場の見学

思いやり駐車場の確認会議室等の個室の見学ひび割れなどの様子を確認
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第１回「市庁舎について知ろう」

「東庁舎をみんなで見てまわって気づいたこと」

グループ内で交代して発表Aグループの意見交換の様子

35



第２回「新庁舎の計画について聞こう！」

「新庁舎の計画について聞こう」

【設計者から現在の計画案を説明】
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第２回「新庁舎の計画について聞こう！」

「交流スペースの使い方を考えてみよう」

Bグループの意見交換の様子
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第３回「新庁舎の計画について聞こう！」

「市民サービス、ユニバーサルデザイン、防災、省エネについて考えること」

Cグループの意見交換の様子
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第３回「新庁舎の計画について聞こう！」

「ワークショップを通じて感じたこと、伝えたいこと」

第３回意見発表の様子

39



2018.10 湖南市複合庁舎整備 基本設計説明書（概要版）（案）
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3.社会情勢の変化に対応できる長寿命で
柔軟性の高い庁舎

■新庁舎建設に向けて

昭和53年に建設された東庁舎は、耐震性能が不足しており、防災拠点として耐震

化が喫緊の課題となっています。老朽化、狭あい化、行政機能が分散していること

による市民サービスの低下や行政効率の低下等を招いています。

このような状況から災害への対応、市民サービスの向上、業務の効率化、環境へ

の配慮などの役割を十分に果たすことのできる新庁舎を建設するために、４つの基

本方針を基に「湖南市複合庁舎整備建設基本設計説明書(案)」を作成しました。

1.市民の安全・安心な暮らし支える拠点
となる庁舎

2.市民に開かれた誰もが使いやすい庁舎

4.環境に配慮した庁舎

1.はじめに
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1.市民の安全・安心な暮らし支える拠点となる庁舎 2.市民に開かれた誰もが使いやすい庁舎

4.環境に配慮した庁舎3.社会情勢の変化に対応できる長寿命で柔軟性の高い庁舎

防災中枢拠点として高い安全性・速やかな機動性・確実な
「業務継続性を発揮する庁舎」を目指します。

市民窓口、交流スペースを低層部にまとめ、市民の多様な活動が
顔となる「まちとつながる庁舎」とします。

動線やセキュリティラインがわかりやすくコンパクトな
「未来へつながる庁舎」づくりを行います。

自然エネルギー利用等に積極的に取り組んでいる湖南市に
相応しいZEBを視野に入れた「環境先進庁舎」を実現します。

「市民の安全・安心な暮らし
を支える拠点となる庁舎」

・免震構造の採用
・防災対策本部を３階に集約
・広場、駐車場の防災広場化

「市民に開かれた誰もが
使いやすい庁舎」

・総合案内、見通しの良い窓口
・窓口、相談室の充実
・バリアフリー対策
・市民交流スペースの創出

「環境に配慮した庁舎」
・東西軸配置の合理的な配置
・エコボイドの採用
・省エネルギー機器の採用

「社会情勢の変化に対応
できる長寿命で柔軟性

の高い庁舎」

・ユニバーサルレイアウトの採用
・会議室、書庫の充実
・セキュリティラインの明確化

1.はじめに
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所在地
敷地面積

区域区分
用途地域
防火地域
地区・区域

建蔽率
容積率
前面道路

日影規制

…
…

…
…
…
…

…
…
…

…

滋賀県湖南市中央一丁目１番地
約21,000㎡

市街化区域
近隣商業地域
22条指定区域
大津湖南都市計画区域
河川法55条保全区域
80％
200％
【東面】市道鳥井立梅ノ木線

（幅員 4.0ｍ）
【北面】市道針平松線

（幅員12.0ｍ）
【南面】主要地方道草津伊賀線

（幅員16.0ｍ）
5m日影 5時間
10m日影 3時間

1.はじめに

■計画地概要
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2.計画概要

甲西駅から徒歩圏内にある南北に
自然豊かな風景が望める現東庁舎
の敷地に、複合庁舎を建設します。

複合庁舎には、西庁舎を始めとす
る複数の施設の機能を集約し、行政
サービスの充実と効率化を図ります。

■計画地概要
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主要用途
耐火性能
階数
建物高さ
建物長さ
建築面積

延床面積

駐車台数
駐輪台数

…
…
…
…
…
…

…

…
…

庁舎、保健センター、市民交流施設
耐火建築物
地上4階建
約22ｍ
東西 約80.6ｍ 南北 約36m
【庁 舎】約 3,100㎡
【付属棟】約 450㎡
【庁 舎】約11,000㎡
【付属棟】約 900㎡
430台（臨時駐車場含む）
50台

構造形式
規模
構造種別
架構形式

…
…
…
…

免震構造（基礎免震）
地上4階、塔屋1階
地上 鉄骨造
純ラーメン構造

■建築概要

■構造概要

2.計画概要
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[受変電設備]
変圧器 ：油入変圧器（トップランナー型）
想定容量：単相３線式変圧器

200kVA×３台（常用）
200kVA×２台（保安・非常）

：三相３線式変圧器
500kVA ×２台（常用）
200kVA ×１台（保安・非常）

[非常用発電設備]
発電機 ：三相3線210V450kVA
エンジン ：ディーゼルエンジン
燃料 ：A重油を検討
燃料ﾀﾝｸ ：屋上小出し槽・地下埋設タンク
運転時間：72時間

[幹線動力設備]
動力 三相3線200V 電灯 単相3線200V/100V

[照明設備]
LED照明（人感センサー、集中管理）

[雷保護設備]
棟上導体方式 新JIS レベルⅢ

[自動火災報知設備]
R型受信機

熱源設備

空調設備
換気設備

排煙設備
監視方式

排熱投入型ガス焚冷温水発生機
ビル用マルチエアコン
外気処理空調機+ビルマル用室内機等
外気処理空調機（全熱交換器組込）
による第一種換気方式（空調室）
排気ファンによる第三種換気方式
（非空調室）
自然排煙方式
中央監視装置+空調集中リモコン
自動制御設備

上水給水設備
雑用水給水設備
給湯設備
排水設備
衛生器具設備
消火設備

鋼板製受水槽+加圧給水ポンプユニット
地下ピット水槽+加圧給水ポンプユニット
小型電気温水器、ガス給湯（シャワー室）
屋内分流方式
節水型衛生器具
屋内消火栓設備、消火器

2.計画概要

■給排水衛生設備概要

■電気設備概要 ■空調換気設備概要

…

…
…

…
…

…
…
…
…
…
…
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3.配置計画

■複合庁舎を中心とした新たな中枢拠点の整備

・新庁舎の敷地は、甲西文化ホールや森北公園、
甲西図書館等の文化ゾーンと甲西駅の中間に位置
し、市内を広域につなぐ県道に面する都市拠点の中
心に位置します。

・周辺施設とのつながりを重視し、地域に開かれた
施設整備を行い、「防災」、「交流」、「環境」のそれぞ
れの機能の向上を図ります。
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3.配置計画

■既存施設を使いながらの建て替え計画

・複合庁舎は、現東庁舎を始めとする、各施設
を使いながら建替えを行います。限られた
敷地の中で、各施設の安全を確保しながら
建替えが行える工事計画とします。
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3.配置計画

・新庁舎は敷地の中央に配置し、近接してまとまり
のある駐車場と広場（災害時防災広場）を設けます。
森北公園や文化ホールや中学校とのつながりを重
視した配置とし、イベント時や災害時の連携を容易
にします。

・新庁舎は南北面から十分な採光を行える東西軸の
配置とします。

・駐車場（広場）に面して市民交流スペースを設け、
賑わいを創出するとともに、イベント時・災害時の
一体利用を可能にします。

・敷地内の動線は歩車分離をすることで安全性に
配慮します。

・車いす利用者用駐車場には、屋根を設け、雨に
濡れずにアクセスできるようにします。

・周辺環境との調和に配慮し、敷地内は緑あふれる
ランドスケープデザインを計画します。特に、南北に
通り抜ける歩行者動線は木陰やベンチ、掲示板等
を設けることで、市民が親しみやすく気軽に訪れる
ことができる散策路とします。

■整備方針

49



ワークショップの意見反映

マンホールトイレの設置

広場に井戸水必要

非常用電源の確保

災害ボランティアと連携できる拠
点づくり

駐車場（車椅子）から連絡通路に
屋根が必要

イベントスペースとしての広場利用

広場と外とのつながりが重要

森北公園を一体化できないか

図書館と庁舎、駅の動線
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4.環境計画

環境に配慮した合理的な建物配置（東西軸配置）、環境負荷低減手法や省エネルギー技術を
採用し、一次エネルギー消費量を一般庁舎と比べ５０％以上の削減（ZEB ready）を目指します。

西側立面：ガラス面を最小限に抑え熱負荷を低減

・・・

■ZEB ready を目指した環境配慮庁舎
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4.環境計画

■環境負荷低減手法・省エネルギー手法

様々な手法の中からイニシャルコ
スト、ランニングコストを加味しなが
らバランスの良い手法を採用して
いきます。

・・・
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4.防災計画

■災害時対策設定に関する基本方針

・防災拠点に湖南市複合庁舎を位置付けます。

・ライフラインのバックアップ体制のある計画と
します。

防災中枢拠点としての計画

災害対策本部としての庁舎整備

・自主避難者の一時受入を想定します。

・広場及び駐車場は防災広場としての活用も想定
し、森北公園、文化ホール（指定避難所）と連携し
た活用を想定します。

・敷地内には外部から直接取り出せる防災備蓄
倉庫を設置します。

・災害対策本部に転用できる大会議室、危機
管理・防災課、市長室を３階に集約することで、
迅速な対応 が可能な計画とします。

・共同福祉施設では、ボランティアセンターの
開設も想定します。

・市民共用スペースと災害対策本部を明確に
分けて利用できるようにします。
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4.防災計画

■災害時対策設定に関する基本方針

事業継続性（ＢＣＰ）を想定したライフライン対策

レベル1（停電時）
平常時の電力ピークに対して60％程度（検討中）の電力を供給します。
レベル２（都市ガス停止時）
非常用発電機は発災後72時間（３日間）は外部からの燃料供給なしで非常用電源を稼働
可能とします。
レベル３（燃料枯渇時）
災害後、非常用燃料が枯渇した後は、太陽光発電、電源車にて対応します。

・災害時に確実に災害対策本部として事業を継続できるよう、被害状況に
応じ、適切な設備での対応を可能とし、有事の際に確実に電源を供給で
きるよう計画します。
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4.防災計画

■災害時対策設定に関する基本方針

事業継続性（ＢＣＰ）を想定したライフライン対策

・トイレ洗浄水は既設井水を利用した中水利用システムを検討し、排水は
ピットを利用した緊急汚水槽を検討します。
・敷地内には広場にマンホールトイレ等の設置をできる計画とします。

【ライフライン断絶時の給排水の確保】 【マンホールトイレ】
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4.階構成

1階：市民交流スペース、市民ギャラリー
市民窓口等の市民利用機能を配置します。

２階：保健センター、市民窓口（健康福祉、教育）
等の福祉関係を集約・充実させます。

３階：市長室、災害対策本部、事業系窓口を集
約します。

４階：議場、議会関連諸室、展望ロビーを配置し
ます。

ＥＶ：中央に２台（バリアフリー仕様）を設置します。

■階構成

市民の利用頻度の高い機能を低層階に配置し、その他の執務室等は3、4階に
効率的に確保します。
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4.機能計画

■機能計画

・市民交流スペースは土日夜間も自由に利用できるスペースを設けます。

・市民交流スペースと執務エリアの間にシャッターなどにより明確に分けることがで
きるようにします。

土日・夜間利用を想定した市民交流スペース

プライバシーに配慮した窓口カウンター

・プライバシーに配慮が必要な窓口には、ついたてやブース型の窓口カウン
ターを配置します。

【プライバシーに配慮した相談ブース】【ついたてのある窓口カウンター】
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4.機能計画

落ち着いて待てる待合スペース

・見通しが良く、わかりやすいサインによって目的の課が見付けやすいレイアウ
トとします。

・可能な限り待合スペースを確保するとともに、カウンターと待合席には一定の空
間を設けプライバシーに配慮します。

【豊島区役所 窓口】
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4.機能計画

ユニバーサルレイアウトを採用した執務スペース

・執務室は、フレキシブルな利用に配慮し、キャビネットや壁で仕切らずオープンな空
間とします。

・執務室内は独立した席を極力少なくし、将来の組織の変更等に柔軟に対応できる
ユニバーサルレイアウト を採用します。

Ａ課１３名、Ｂ課１３名、合計２６名
のオフィスにＡ課１名、Ｂ課３名が
増員され、合計３０名となる場合
を想定。
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4.機能計画

執行部、災害対策本部

市民利用を想定した議場

・３階に執行部と災害対策本部をまとめて配置します。

・災害対策本部、危機管理・防災課が直接行来ができる計画とすることで、災害時の速

やかな対策に配慮します。

・議場は極力段差をなくし、多目的な利用が可能な計画とします。

・防音室を設け、親子でも傍聴できる開かれた議場を目指します。
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4.ユニバーサル計画

ユニバーサルデザインを取り入れ、分かりやすい案内やサインによって市民が利用
しやすい庁舎とします。

また、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律及びだれもが住み
たくなる福祉滋賀のまちづくり条例に適合する施設計画とします。

■ユニバーサル計画

ユニバーサルデザインの例（窓口機能）
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4.ユニバーサル計画

駐車場

・車いす利用者に配慮して、車いす使用者駐車場（5台）はエントランス付近に配置します。

・車いす使用者駐車場からエントランスへの動線は、雨に濡れないよう庇を設けます。

屋根つきのハートフル駐車場例（東員町）
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4.ユニバーサル計画

トイレ

・案内が分かりやすく、維持管理のしやすい計画とします。
・誰もが利用できる多目的便所を各階に設けます。保健センターのある2階には児童用トイレを
併設します。
・どこからでも利用しやすいよう、新庁舎のトイレは東西両側に設けます。

【各トイレの計画イメージ】
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4.ユニバーサル計画

授乳室・キッズコーナー

・授乳室を1、2階の市民交流スペースに設け、子ども連れの利用者が安心して来庁できる計画とします。
・キッズコーナーは関係窓口付近に配置することで、子連れの家族での利便性を高めます。

昇降機

・車いすやストレッチャーでも利用できるバリアフリー対応のエレベーターを施設の中心に設置します。
・車いす利用者・視聴覚障がい者等が円滑に乗降できる構造とします。

サイン

・来庁者が安心して利用できる施設となるため、誰にとっても分かりやすいサイン計画とします。
・視覚障がい者や高年者、外国人にとっても分かりやすいサイン計画とします。
・情報を分かり易く提供し、円滑な施設内の行動や移動を支援します。

【分かりやすい案内記号イメージ】 【外国語を併用した案内記号イメージ】 64



5.平面図

１階平面図
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１階平面図

市民ギャラリーは自由に使える
ように。オープンに使えるように

市の情報が分かりやすく展示し
てあるスペース

休憩だけでもＯＫなスペース

相談スペースの確保

キッズスペースは必要

車椅子と介助の人が通りやすいス
ペース・通路や受付席の広さ

順番を待っているときの椅子の向き
と、順番が分かる案内板の表示

相談カウンターは隣席の人と区切っ
てほしい

案内板に外国語表記

市民活動スペースは土日も
使えるのか

大ホールは壁をなるべく少な
くしてオープンスペースのよ
うにすると利用の幅が広が
るのでは

広さが自由に変できるス
ペース。区切りが出来た
り、大きく使えたり

掲示、情報が入口近くにまと
まっていると分かりやすい

ワークショップの意見反映

66



5.平面図

2階平面図
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2階平面図

相談スペースの確保

キッズスペースは必要

車椅子と介助の人が通りやすいス
ペース・通路や受付席の広さ

ワークショップの意見反映
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5.平面図

3階平面図
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3階平面図

災害対策エリアはどこですか

部署との間にミニ会議が出来る様
な場所が欲しい

ワークショップの意見反映
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5.平面図

4階平面図
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最近の県内各市の庁舎整備面積

72

自治体名 人口（人）
想定職員数

（人）
延床面積

（㎡）
職員1 人当たり
面積 (㎡)

備考

甲賀市 91,104 540 16,884 31.3

長浜市 118,659 600 18,694 31.2

米原市 39,353 390 9,107 23.4
基本設計
ホール含む

近江八幡市 82,227 589 18,500 27.7基本設計面積

湖南市 54,968 390
約8,400 21.5庁舎部分のみ

約11,000 28.2複合施設含む

※別棟は含まない



庁舎整備にかかる湖南市議会での検討
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庁舎整備特別委員会で検討

●第１回 平成２８年６月２８日 ●第８回 平成２９年１１月１３日

●第２回 平成２８年７月２５日 ●第９回 平成２９年１２月６日

●第３回 平成２８年８月３１日 ●第１０回 平成３０年３月７日

●第４回 平成２８年９月２１日 ●第１１回 平成３０年６月１４日

●第５回 平成２８年１１月１１日 ●第１２回 平成３０年９月２０日

●第６回 平成２９年７月１９日 ●第１３回 平成３０年９月２７日

●第７回 平成２９年９月２０日

市議会での検討
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市議会での検討

委員長 松 山 克 子

副委員長 森 淳

委 員 矢 野 進 次

委 員 上 野 雅 代 (第１回～第４回)

委 員 松 井 圭 子

委 員 加 藤 貞 一郎

委 員 桑原田美知子

委員長 堀 田 繁 樹

副委員長 菅 沼 利 紀

委 員 赤 祖 父 裕 美

委 員 松 井 圭 子

委 員 加 藤 貞 一郎

委 員 細 川 ゆ かり

庁舎整備特別委員会

【第１回から第７回】 【第８回から第１３回】
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市議会での検討

議会からの中間報告（提言）

１．庁舎整備にかかる本市財政への配慮

① 市において、長期財政計画が策定されているが、庁舎整備に伴う
今後の財政見通しについて示すこと。

② 建設事業費が過度の負担とならないよう考慮するとともに、安定的
な財源の確保に努めること。
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市議会での検討

議会からの中間報告（提言）

２．本庁舎の拠点機能の確保・充実

① 周辺環境や景観に配慮するとともに、市のシンボルとしてふさわ
しい庁舎とすること。

② 地震や豪雨災害など大規模な自然災害が多発していることから、
市民の生命・財産を守る防災の拠点施設として耐震性、災害に強い
庁舎とすること。

③ 行政サービスの効率化・強化を図るため、必要な機能は複合化・
集約化を進めること。なお、甲西図書館の取り扱いについては、事
業費の観点や、市民の意見も考慮し、二館体制も含め慎重に検討
すること。
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市議会での検討

議会からの中間報告（提言）

３．西庁舎および周辺施設の今後のあり方

① 西庁舎は、昭和５２年旧耐震基準で建設され、老朽化が進み、耐
震改修も未整備である。西庁舎の業務については、現在、市民課分
室を除き行政機能を新庁舎に集約する計画となっているが、市民サ
ービスの低下とならないよう努めること。

② 西庁舎や石部文化ホールなどの周辺施設の今後のあり方につい
ては、新庁舎の建設と併せて慎重・かつ丁寧な議論を重ねながら進
めていくこと。
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市議会での検討

議会からの中間報告（提言）

４．市民意見の反映

① 新庁舎の整備については、今後、基本設計業務を進めるにあたり
市民への情報提供を十分に行い、情報の共有、理解の促進に努め
ること。

② 市民の意見聴取については、多様な手法により行うこととし、議
会の意見と併せて可能な限り新庁舎建設に反映させること。

議会からの提言をもとに、整備を進めてまいります。

今後も市議会と議論を進めながら、市民の皆様に多
様な方法により、情報提供を行ってまいります。
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先進事例
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（小諸市役所 展示情報コーナー）

【先進事例】
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１階情報ラウンジ イメージ



（にぎわい・交流機能の例（小諸市役所 1階市民ロビー））

【先進事例】
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庁舎ロビーと庁舎前広場の賑わいイメージ



【先進事例】

（小諸市役所 市民ひろば）
83

庁舎前広場イメージ



【先進事例】

（甲府市 市民交流機能(会議室)）
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１階会議室イメージ



【先進事例】

（市民交流機能(ホール)）
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１階ホールイメージ



【先進事例】

（仙北市 保健センター（乳幼児健診））
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２階保健センターイメージ



（長野市役所 ローカウンターの設置）

【先進事例】
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１階窓口イメージ



【先進事例】 １階窓口イメージ

（甲賀市役所 市民課窓口）
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【先進事例】

（観音寺市役所 1階ロビー）
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１階待合ロビーイメージ



【先進事例】

（観音寺市役所 1階ロビー） 90

１階待合ロビーイメージ



ユニバーサルデザインの例（窓口機能）

91



ユニバーサルデザインの例
（トイレ点字サイン）

【先進事例】
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ユニバーサルデザインの例
（多目的トイレ）
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環境配慮の例（観音寺市役所）エコボイド

太陽光発電

【先進事例】
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【先進事例】

（千代田区役所 議場）

95



（長岡市役所 議場）

【先進事例】
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新庁舎のイメージ動画
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財源計画について
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100

公共施設等適正管理推進事業債

①市町村役場機能緊急保全事業（※平成２９年度から創設）

【対象事業 】 昭和５６年の新耐震基準導入前に建設され、耐震鏡実施の市町村の
本庁舎の建て替え事業（庁舎機能部分）

【対象期間 】 平成３２年度まで
【 充 当 率 】 起債対象経費の９０％
【交付税措置】 起債対象経費の７５％を上限として、この範囲で充当した事業債の元

利償還金の３０％を基準財政需要額に算入

②集約化・複合化事業

【対象事業 】 個別施設計画に位置付けられた集約化事業又は複合化事業
全体として延床面積が減少する事業（保健センター、市民交流機能部分）

【対象期間 】 平成３３年度まで
【 充 当 率 】 起債対象経費の９０％
【交付税措置】 元利償還金の５０％を基準財政需要額に算入

③除却事業

【対象事業 】 公共施設、公用施設その他の工作物の除却
【対象期間 】 平成３３年度まで
【 充 当 率 】 起債対象経費の９０％（平成２８年度までは７５％）
【交付税措置】 なし



事業費について

オリンピックや、災害復旧関連事業の影響もあり、資材費、人
件費ともに高騰

来年１０月から消費税率の引き上げ ８％⇒１０％

基本設計段階での事業費については、できる限りコストを抑え
るべく現在精査中

101



建物と地盤の間に免震装置を入れることによって建物の固
有周期を長くして建物が受ける影響を弱めるのが免震です。

一般的な免震装置は、「アイソレーター」と「ダンパー」で構
成され、「アイソレーター」は、周期の短いはげしい揺れを、
長い周期の揺れに変える役割を持っています。そして「ダン
パー」は、ゆっくりした揺れに変わった建築物を、早く止める
ためのエネルギー吸収装置です。

・本年１０月にＫＹＢより免震装置などに使用されるオイルダンパーの検査データ改ざん
が行われていたことが判明。

・川金ホールディングスグループも同様の検査データ改ざんが判明

アイソレーター

【免震装置】

納入済みの製品の対応に追われるため、新たなオイ
ルダンパーの納入は、今後数年は困難も予想される
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財源・対象機能及び面積 金 額 備 考

起債

市町村役場機能緊急保全事業 庁舎機能 9,500㎡ 32.1億円

公共施設等適正

管理推進事業債
集約化・複合化事業 複合機能 4,500㎡ 15.5億円

除却事業 施設除却 14,125
㎡ 2.8億円

緊急防災・減災事業債 消防棟 700㎡ 2.7億円

一般起債 サンライフ甲西改修
周辺整備 2.5億円 一般単独事業債

一般財源 9.1億円
◇庁舎整備基金

他

合 計 64.7億円

庁舎整備財源内訳（基本計画）
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地方債を活用せず、施設を整備すれば、建設した年度
の住民が納めた税金だけで建設費用を賄うことになり、
１０年後２０年後の住民は施設を利用するだけで費用を
負担しないことになる ⇒ 世代間で不公平が生じる

公共施設を建設すると、長期間にわたって利用されま
す。このことは、公共施設を建設した効果が長期間持続
しているといえます

この公共施設の整備には、多くの場合、起債が活用さ
れます。

起債について

104



（地方債を活用しなかった場合）

建設費用

建設効果

H23 H24 H25 H26 H27 H28 ・・・

単年度で公共施設の建設費
用を負担する場合

建設の効果は後年も続くが、負
担は単年度だけなので不公平

また、限られた収入の中で、収支
のバランスが取れなくなる

起債について
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（地方債を活用した場合）

建設費用

建設効果

H23 H24 H25 H26 H27 H28 ・・・

建設のために借りたお金を長
期間にわたって返済すること
で、建設費用を分担する

起債を活用すると借り入れたお
金を長期間にわたって返済する
ことができるため、建設費用を各
世代で分担でき、利用と負担の
バランスが取れる

起債について
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また、起債は原則として、公営企業の経費や、公共施設
又は公用施設の建設など、その使途が地方財政法で定
められています。

庁舎整備の財源の多くは庁舎の建替えを目的と
した起債を活用するため、仮に、庁舎を整備しな
かったとしても、庁舎整備の予算を、他の目的・使
途に充てることはできません

起債について
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財源・対象機能及び面積 金 額 備 考

起債

市町村役場機能緊急保全事業 庁舎機能 9,500㎡ 32.1億円

公共施設等適正

管理推進事業債
集約化・複合化事業 複合機能 4,500㎡ 15.5億円

除却事業 施設除却 14,125
㎡ 2.8億円

緊急防災・減災事業債 消防棟 700㎡ 2.7億円

一般起債 サンライフ甲西改修
周辺整備 2.5億円 一般単独事業債

一般財源 9.1億円
◇庁舎整備基金

他

合 計 64.7億円

庁舎整備財源内訳（基本計画）
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庁舎整備に係る公債費
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湖南市長期財政計画より（平成30年度～平成39年度の推移予想）
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起債発行額は、平成３１年度３４．１５億円、平成３２年度
４７．２１億円と大きくなり、市債残高も平成３３年にピーク
を迎えるが・・

庁舎整備完了後の平成３４年度からは大型公共事業も
少なくなり、起債発行額が抑えられ、市債残高も減少
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Ｑ＆Ａ

112



なぜ、耐震補強でなく建て替えるのか？

耐震補強工事は、建物の耐震性の向上を図ることはできま
すが、施設・設備の老朽化やバリアフリー化など、その他の
課題を解決することが難しく、また、建物の寿命を延ばすわ
けではないので、近い将来には庁舎の建替を行う必要があ
り、二重に経費がかかる懸念があります。

また、耐用年数以上使用しても、建物自体が老朽化してい
るため、修繕費用が多くかかってしまうことが予想されます。
平成28年の熊本地震では、耐震改修工事を実施済みの庁
舎が、震度7の地震を２度被災し、使用できなくなってしまっ
たケースもありました。

こうしたことから、現庁舎が抱える課題の解決や、庁舎とし
ての機能の確保、建築費用も含めたライフサイクルコストな
ど長期的な費用対効果などの観点から、建替による庁舎整
備を行うこととしました。

113



建替えと耐震改修のライフサイクルコスト比較（基本計画）

パターン１：「東庁舎の新築案」（延床面積：14,000㎡を想定）

（現東庁舎を解体し、行政機能及び、甲西図書館、保健センター、社会
福祉センター、中央まちづくりセンターを複合化した新庁舎を建設。サ
ンライフ甲西は改修を想定）

パターン２：「東庁舎の増築案」（増築棟 延床面積：7,250㎡）

（現東庁舎を維持（耐震改修を実施）しつつ、甲西図書館、保健セン
ター、社会福祉センター、中央まちづくりセンターを複合化した増築棟
を建設。サンライフ甲西は改修、耐用年数経過後の現東庁舎（6,750
㎡）は建替えを想定。）
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新築案と増築案のライフサイクルコスト比較

最初の整備費用は増
築案が安く抑えられる 現東庁舎は耐震改修を

しても耐用年数後には
建替えが必要となる

115

（年）

60

199億

170億



： ＲＣ耐震壁

東庁舎１階 耐震補強案



： ＲＣ耐震壁

：鉄骨ブレース

東庁舎２階 耐震補強案



なぜ集約化を図るのか？分散しているほうが良いのでは？

行政機能が分散していると、行政サービスの内容によっ
て異なる庁舎への移動が生じたり、どこへ行けばよいの
か分かりづらくなります。行政機能を集約し、同じ場所に
行政サービスがまとまっていることにより、行政サービス
のワンストップ化を図ることができ、庁舎を利用される方
にとっての利便性が高まると考えています。

なお、平成28年3月に策定した『湖南市公共施設等総合

管理計画』でも、今後、大規模修繕や建替などが必要とな
る市内の老朽化した施設については、「将来を見通したよ
り効率的な行政運営を行うためには、施設の総量縮減を
前提とした統廃合や施設配置の適正化など抜本的見直し
を行う」こととしています
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・ 現在は、高齢福祉課と東庁舎が離れているため、転入や、転居時に介護保
険証等を、後日郵送しています。

・介護保険に加入されている方が亡くなられ、保険料の還付が発生する場合
に、死亡届は東庁舎で手続きを行い、還付の手続きは保健センターに来庁して
いただく必要があります。

直接保健センターにご来庁いただけない場合は、還付申請用紙を郵送して、
後日、申請書に必要事項を記入いただき、返送してもらっています。

・後期高齢医療保険は保険年金課が窓口、介護保険は高齢福祉課が窓口に
なっており、市民にとっては、どちらの窓口に行けばよいのかが分かりづらい状
況になっています。

・就学児童などの子さんがおられる世帯が転入、転出、転居(学校区が変わる
場合)を行われる際には、転入出届を行っていただく必要がありますが、児童手

当などの手続きは、東庁舎で行っていただき、小学校などの入学手続きは西庁
舎の学校教育課で行っていただく必要があります。

現状の事務手続き



将来の人口減少を考えた規模になっているか？

多様化する行政ニーズへの対応や、国や県からの権限
移譲などにより、市が行う業務量は増加・複雑化する傾
向にあります。将来、人口が減少した場合に比例して、
職員数が減少するかどうかは予測が困難です。仮に、
職員数が減少し、庁舎内に空きスペースが生じた場合
は、市民活動等、他の行政サービスのスペースとして
利活用できると考えています。
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住民サービスが低下し、あるいは税金が上がるのではないか？

事業債については、借入金を後年に分割して返済して
いくことになります。これは、現在、税負担をしていただ
いている世代だけでなく、将来世代にもご負担いただき
ながら建設するという考え方によるものです。

将来の負担がなるべく少なくなるよう、地方交付税とい
う形で国にも負担してもらえる事業債を活用するととも
に、絶えず事業費の抑制に向けた検討を重ね、できる
限り全体コストの削減を図りながら、必要な整備に努め
たいと考えています。

なお、庁舎整備のために行政サービスを低下させた
り、税金を上げるということは考えていません。
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駐車場が広すぎるのではないか？

現在、市や、商工会、社会福祉協議会などの公用車
が約９０台、また、各施設の職員駐車場が、約３４０台、
さらに来庁者の駐車場が必要となりますので、多く見え
ますが、まだ不足している状況です。

平日は、森北公園や、甲西文化ホール駐車場なども
臨時的に庁舎用の駐車場として活用を検討し、駐車場
の不法駐車対応も徹底してまいります。

通り抜けする車に対しましては、建物の配置が東西
軸になることから、簡単に通りぬけしにくくなると考えて
います。
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保健センターは１階に配置する計画だったのでは？

１階には市民課や税務課、社会福祉課などの市民窓
口が集中しており、保健センターが１階にあれば、検診
時に、１階窓口の繁忙期と重なった場合の混乱が予想
されます。

また、子どもが保健センターから外に飛び出した場合
に危険なため、保健センターは２階に配置しています。

これに伴い、健康政策課や児童福祉関連の部署、ま
た、教育委員会を２階に配置する計画としています。
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中央地先の浸水対策は？

中央地先の浸水対策として以下の整備を行っています。

〇平成２３年度～２４年度 中央地区雨水対策工事

〇平成２９年度 家棟川浚渫（滋賀県）

〇平成２９年度～ 野洲川疎外木伐採（滋賀県）

家棟川の浚渫および野洲川の疎外木伐採は、市から滋賀県に
要望を行い、整備していただいたものです。

今後も、１級河川の整備については、滋賀県に要望を行ってま
いります。



雨水幹線水路整備 （平成２３年度）【着工前】 【完了】

中央地区の雨水排水対策
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家棟川浚渫 （平成２９年度）
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【着工前】 【完了】

中央地区の雨水排水対策



（野洲川疎外木伐採 平成２９年度）【着工前】 【完了】

中央地区の雨水排水対策
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西庁舎・周辺整備の方向性

今年度に、有識者や市民の代表の方などから組織する、公共施設
等マネジメント推進委員会を立ち上げ、先ずはその方向性を検討
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●西庁舎（本庁舎）
築40年（旧耐震基準）
【教育委員会・人権擁
護課・市民課分室・少
年センター】･石部文化ホール

･石部まちづくりセンター
【石部学区まちづくり協
議会】

･石部図書館

●石部老人福祉セン
ター

築28年（新耐震基準）

●石部保健センター
築39年（旧耐震基準）
【発達支援室】
【石部学童保育】

●石部文化総合センター
築2８年 （新耐震基準）

･湖南市体育協会



湖南市複合庁舎整備基本設計(案)
パブリックコメント実施中

市民の皆様からのご意見・ご提案をお待ちしています

ご意見はこちらまで

情報公開室（東庁舎）、市民課分室（西庁舎）、各まちづくりセンタ ー、市民学習
交流センター（サンヒルズ甲西）、各会館、各図書館 計19施設

※市ホームページからも閲覧できます
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ご清聴ありがとうございました


